
	
  
	
  
	
  

第 3 回 ソーシャル・ファイナンス研究会 

社会的インパクト債の最新動向と日本における発展の可能性 

 

近年、社会的インパクト債に対する関心が高まっています。英国で開始されたこの新た

な資金提供手法は、2015 年 10 月時点で世界 8 カ国において約 50 件が導入済みで、今

後さらに拡大が予想されます。日本でも、6 月に閣議決定された「日本再興戦略 2016」にお

いて、高齢者医療や健康寿命の延伸分野で社会的インパクト債の社会実装に向けた検討

を進めることが明記されました。社会的インパクト債は経済財政諮問会議においても、民間

活力推進のツールとして取り上げられています。 

このように、内外で注目を集めている社会的インパクト債ですが、一方で、これに反対す

る議論も出てきました。また、幾つかの失敗事例も報告されています。当初、大きな期待を

受けて登場した社会的インパクト債ですが、現実のプログラムへの適用事例が蓄積される

につれ、より現実的な検討がなされる段階に入ったようです。 

第 3 回研究会では、こうした状況を踏まえ、社会的インパクト債の歴史、基本的な枠組

み、現状を整理し、その上で、英国と日本の最新の状況について検討します。さらに、既に

公表されている幾つかの案件の事業報告や社会的インパクト債を巡る議論を取り上げ、社

会的インパクト債の有効性や妥当性について、多角的に検証する予定です。 

社会的インパクト債に関心を持つ研究者や実務家、あるいは社会的インパクト債の導入

を検討しておられる政府・自治体の関係者等、多くの方々にご参加頂ければ幸いです。 

 

  



	
  
	
  
	
  

プログラム概要 

 

１．イントロダクション（小林） 

社会的インパクト債（Social Impact Bonds: 以下、SIB）とは何か。これを理解するた

めのイントロダクションとして、本セッションでは、SIB の基本的枠組みと発展過程を主要

文献に基づいて整理する。その上で、現在、世界各国で導入されている SIB の現状を

主な対象分野、枠組みなどの類型に基づいて概観し、あわせて SIB を促進するための

政策的な枠組みについても検討したい。 

 

２．英国における社会的インパクト債の動向（塚本） 

世界最初の SIB が 2010 年に英国で開始されて以降、SIB 導入ニーズが世界的に急

速に高まりつつある。SIB のコンセプトは英国のみで発展したわけではないし（最初の提

唱者はニュージーランドの経済学者）、SIB 台頭の背景には、PbR(成果連動報酬契約)

のような NPM 型行政改革やインパクト投資の潮流、そして、公共セクターと民間セクタ

ー（社会的企業を含む）間のインパクト志向の官民連携の進展がある。PbR やインパク

ト投資のコンセプトが官民連携スキームの設計に巧みに反映され、SIB の制度化がなさ

れたことが、堅調な発展の背景にあるといえる。 

本報告では、英国における SIB の動向について、その全体状況を踏まえつつ、特に

プログラムのパフォーマンスマネジメントと、ステークホルダーマネジメントに焦点を当て

た事例分析を通じて SIB の意義と課題、SIB 導入への示唆について論じたい。 

 

３．日本における社会的インパクト債の動向と課題（幸地） 

欧米を中心に急速に拡大する SIB について、日本でもパイロット事業が始まり、2016

年 6 月に閣議決定された日本再興戦略 2016（成長戦略）等に「SIB の社会実装に向け

た検討を進める」と明記され、導入に向けた機運が高まっている。本報告では、日本に

おける SIB の動向について、これまでの取組みと 3 件のパイロット事業、さらに 2017 年

度の本格導入に向けた中央政府や地方自治体を巻き込んだ今年度の取組みと現場で

SIB 導入を推進する立場から見えた課題に迫り、日本での SIB 導入に向けた建設的な

議論への導入としたい。 

 

  



	
  
	
  
	
  

４．総合討論 

2010 年に英国で SIB が初めて導入されてから 6 年が経過し、初期の案件について

は失敗事例も含めて幾つか報告書が公開されている。また、SIB の拡大に伴い、専門

家やソーシャル・セクターからも批判的なものも含めて様々な議論が出てきた。 

総合討論では、こうした状況を整理した上で、SIB の妥当性と有効性の範囲や、社会

政策における位置づけについて、講師によるパネル・ディスカッションを行う。さらに参加

者からの質疑応答やコメントも積極的に受け付け、今後、日本において社会的インパク

ト債を導入・発展させていく上での課題や論点を多角的に検証する。 
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